
キセ

東
日
本
大
震
災
で
は
、
大

町
一
津
波
と
梅
島
第
一
原
発
の
メ

悶
一
ル
ト
ダ
ウ
ン
事
故
に
ば
か
り

則
一
自
が
行
っ
て
し
ま
う
が
、
実

四
一
は
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
(
以

佳
一
下
「
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
」
)
で
も
、

一
後
世
に
永
く
語
り
伝
え
ら
れ

一
る
べ
き
大
事
故
が
起
こ
っ
て

一
い
る
。

一
今
回
は
、
大
地
震
と
コ
ン

。
一
ビ
ナ
1
ト
の
防
災
対
策
に
つ

酌
一
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ハ〉一1
一
〔
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

わ
一
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
事
故
〕

明
一
東
日
本
大
震
災
で
は
、
日

5
一
本
に
あ
る
出
の
コ
ン
ビ
ナ
l

昭
一
ト
の
う
ち
4
つ
の
地
区
(
久

伴
一
慈
、
仙
台
、
鹿
島
、
京
葉
臨

年
一
海
中
部
)
で
大
規
模
な
火
災
@

ぱ
一
爆
発
@
危
険
物
流
出
事
故
が

0
一
起
き
た
。
地
震
や
津
波
の
規

2
一
模
が
巨
大
で
あ
る
割
に
大
き

一
な
事
故
の
件
数
が
少
な
く
周

①
一
辺
人
家
の
被
害
も
な
か
っ
た

〈
ご
」
と
、
そ
の
理
由
は
予
め
行

っ
て
い
た
地
震
被
害
等
防
止

対
策
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
、

2

0
1
1年
9
月
初
日
付
け
の

拙
稿
「
策
担
本
大
麓
災
と
石

油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
被
害
」

で
述
べ
た
。

だ
が
、
上
記
4
地
区
の
事

故
は
い
ず
れ
も
過
去
に
経
験

が
な
い
ほ
ど
の
規
模
@
内
容

で
、
あ
の
津
波
被
害
や
原
発

事
故
が
な
け
れ
ば
マ
ス
コ
ミ

の
耳
自
が
集
中
し
た
は
ず
の

大
災
筈
だ
っ
た
こ
と
に
は
留

意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

F
h
¥

‘。

宇
J

戸

ν特に
、
周
辺
住
民
に
避
難

指
示
や
避
難
勧
告
が
出
さ
れ

た
宮
城
県
多
賀
城
市
と
千
葉

県
市
原
市
の
火
災
@
爆
発
事

故
で
、
何
が
起
き
ど
ん
な
対

応
が
な
さ
れ
た
の
か
に
つ
い

て
は
、
十
分
な
検
証
が
必
要

で
あ
る
。

〔
多
賀
城
の
事
故
〕

多
賀
城
(
仙
台
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
地
区
)
の
事
故
で
は
、

津
波
後
に
発
生
し
た
施
設
や

タ
ン
ク
の
火
災
に
よ
り
隣
接

す
る
高
庄
ガ
ス
施
設
が
爆
発

す
る
危
険
が
あ
っ
た
た
め
、

付
近
住
民
に
対
し
て
3
日
間

に
わ
た
り
避
難
指
示
が
出
さ

れ
た
。
ま
た
、
配
管
等
が
津

波
に
よ
り
破
損
し
敷
地
内
に

数
千
回
の
石
油
が
流
出
。
流

出
油
等
防
止
堤
、
屋
外
給
水

施
設
や
非
常
通
報
設
備
が
破

損
し
、
大
型
高
所
放
水
車
等

の
車
両
が
水
損
、
オ
イ
ル
フ

ェ
ン
ス
展
張
船
や
油
回
収
船

も
破
損
し
た
。

3
臼
間
消
火
出
来
な
か
っ

た
理
由
は
、
津
波
に
よ
る
ガ

レ
キ
等
で
火
災
現
場
に
消
防

隊
が
近
づ
け
ず
、
ま
た
、
硫

黄
タ
ン
ク
の
延
焼
に
よ
り
有

議
ガ
ス
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

た
こ
と
、
タ
ン
ク
一
兆
弁
と
出

荷
設
備
を
つ
な
ぐ
配
管
が
津

波
に
よ
り
損
傷
し
火
災
現
場

の
事
故
は
、
点
検
の
た
め
水

を
張
っ
て
い
た
L
P
G貯
蔵

タ
ン
ク
の
支
柱
の
一
つ
が
余

震
で
座
屈
し
、
隣
を
走
る
配

管
を
損
傷
し
た
た
め
L
P
G

が
漏
洩
。
こ
の
ガ
ス
に
何
ら

か
の
火
源
が
引
火
し
て
間
も

な
く
爆
発
、
付
近
の
タ
ン
ク

群
に
も
次
々
に
誘
爆
し
て
、

防
庁
長
官
か
ら
緊
急
消
防
援

助
隊
に
出
動
要
請
が
な
さ

れ
、
東
京
消
防
庁
、
千
葉
、

川
崎
、
横
浜
の
各
消
防
局
と

一
一
一
叢
県
の
消
防
部
隊
が
出

場
。
合
計
で
、
消
防
艇
3
隻、

化
学
消
防
車
な
ど
臼
両
、
隊

員
2
1
9人
の
応
援
部
隊
が

地
元
市
原
消
防
の
支
援
に
あ

た
っ
た
(
消
防
庁
)
。
海
上
か

ら
の
冷
却
放
水
に
つ
い
て

は
、
海
上
保
安
庁
と
海
上
災

害
防
止
セ
ン
タ
ー
の
消
防
艇

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た。

に
ガ
ソ
リ
ン
等
が
供
給
さ
れ

続
け
て
い
た
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
(
仙
台
市
消
防
局
)
。
火

災
の
炎
や
煙
は
仙
台
市
な
ど

周
辺
市
か
ら
も
見
え
、
地
震

と
津
波
で
大
混
乱
の
住
民
に

恐
怖
を
与
え
た
と
い
う
こ
と

だ
〔
市
原
の
事
故
〕

一
方
、
市
原
(
京
葉
臨
海

中
部
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
区
)

鎮
火
ま
で
に
初
日
を
要
す
る

大
火
災
と
な
っ
た
。
こ
の
火

災
及
び
爆
発
に
よ
り
、
付
近

住
民
に
対
し
て
日
時
間
に
わ

た
り
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
、

爆
発
の
際
に
は
フ
ァ
イ
ア
ボ

ー
ル
が
発
生
す
る
な
ど
、
世

界
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
災
害
史

に
残
る
大
事
故
と
な
っ
た
。

こ
の
事
態
に
対
し
て
、
東

北
地
方
へ
の
応
援
部
隊
の
派

遣
と
並
行
す
る
か
た
ち
で
消

〔
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
と
防
災
体

制〕
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
と
は
、
石

油
精
製
の
過
程
で
派
生
的
に

生
産
さ
れ
る
各
種
の
化
学
物

質
を
効
率
的
に
活
用
す
る
た

め
、
様
々
な
関
係
工
場
が
集

中
し
て
立
地
し
て
い
る
区
域

の
こ
と
で
あ
る
。
石
油
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法

令
石
災
法
」
)
上
は
、
石
油

日
万
M
以
上
、
高
圧
ガ
ス
2

0
0
0万
d
以
上
を
貯
蔵
し

又
は
取
り
扱
う
施
設
が
集
積

し
て
い
る
区
域
等
と
さ
れ
て

い
る
。石
災
法
は
、
昭
和

ω年
の

岡
山
県
水
島
市
の
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
の
重
油
流
出
事
故
を
き

っ
か
け
に
制
定
さ
れ
た
も
の

で
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
構
成

す
る
大
事
業
所
に
、
自
前
又

は
共
同
で
自
衛
訪
災
組
織
と

防
災
資
機
材
(
大
型
化
学
消

防
車
、
大
型
高
所
放
水
車
、

泡
原
液
搬
送
車
、
オ
イ
ル
フ

(
そ
の

、h岡田，〆

ェ
ン
ス
展
張
船
な
ど
)
を
持

つ
こ
と
、
プ
ラ
ン
ト
部
分
(
事

故
発
生
率
が
高
い
)
と
大
型

貯
蔵
タ
ン
ク
(
消
火
器
難
)

の
エ
リ
ア
を
分
け
て
配
覇
計

画
を
作
り
国
の
審
査
を
受
け

る
こ
と
な
ど
を
義
務
づ
け
て

い
る
。ま
た
、
原
則
と
し
て
市
町

村
の
責
務
と
さ
れ
る
通
常
の

災
害
対
応
と
異
な
り
、
都
道

府
県
が
「
石
油
コ
ン
ビ
ナ
l

ト
等
防
災
本
部
」
を
設
置
し

て
知
事
が
本
部
長
と
な
り
、

関
係
市
町
村
の
ほ
か
、
自
衛

隊
や
事
業
所
関
係
者
、
専
門

家
な
ど
が
本
部
員
と
な
っ
て

災
害
に
備
え
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
万
一
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
「
石

油
コ
ン
ビ
チ
1
ト
等
現
地
防

災
本
部
」
を
設
置
し
て
、
都

道
府
県
知
事
が
中
心
に
な
っ

て
対
応
に
あ
た
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
体
制
は
、
「
原

子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法

(
平
成
日
年
制
定
ど
が
出
来

る
ま
で
は
、
唯
一
の
特
別
な

防
災
体
制
だ
っ
た
。
そ
れ
だ

け
危
険
な
施
設
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

だ。〔
東
日
本
大
震
災
で
は
ど
う

だ
つ
た
か
]

東
日
本
大
震
災
で
は
、
こ

の
よ
う
な
石
災
法
に
基
づ
く

防
災
体
制
は
機
能
し
た
の
だ

ろ
う
か
?
答
は
「
y
e
s

&
N
o」
だ
ろ
う
。

津
波
と
そ
れ
に
続
く
火

災
@
爆
発
@
漏
洩
な
ど
に
自

衛
防
災
組
織
は
持
て
る
力
を

披
り
絞
っ
て
奮
闘
し
、
所
定

の
役
割
は
ほ
ぼ
果
た
し
た
よ

う
だ
。
周
国
の
人
家
に
被
害

を
及
ぼ
し
た
事
故
が
な
い
こ

と
が
そ
れ
を
裏
付
け
て
い

る。
地
元
消
防
機
関
は
、
他
の

災
害
と
の
兼
ね
合
い
で
対
応

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
た

め
、
津
波
被
害
の
ひ
ど
か
っ

た
仙
台
市
や
堀
釜
地
区
の
消

防
で
は
苦
し
い
対
応
を
迫
ら

れ
た
の
に
対
し
、
市
原
で
は

全
勢
力
を
あ
げ
て
対
応
に
あ

た
る
な
ど
、
対
応
が
分
か
れ

た。
緊
急
消
防
援
助
隊
な
ど
応

援
部
隊
も
同
様
で
、
被
害
の

ひ
ど
い
東
北
地
方
へ
の
緊
急

応
援
を
行
い
つ
つ
、
市
原
の

大
事
故
に
化
学
部
隊
や
消
防

艇
を
振
り
向
け
る
な
ど
、
両

面
作
戦
を
強
い
ら
れ
た
。
四

日
市
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
擁
す

る
三
重
県
の
部
隊
(
訂
隊
1

1
0人
)
を
市
原
の
事
故
対

応
に
振
り
向
け
た
の
は
良
い

判
断
だ
っ
た
と
思
う
。

石
災
法
上
、
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
の
大
事
故
対
応
の
中
心
と

な
る
べ
き
県
は
ど
う
だ
つ
た

か
、
と
い
う
と
、
記
録
上
そ

の
姿
は
見
え
な
い
。
宮
城
県

は
も
と
よ
り
、
千
葉
県
も
死

者
が
出
て
い
る
旭
市
の
津
波

被
害
な
ど
で
て
ん
て
こ
舞
い

し
て
お
り
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

事
故
に
つ
い
て
は
「
現
地
防

災
本
部
い
の
設
置
も
行
っ
て

い
な
い
。
千
葉
市
消
防
局
な

ど
に
応
援
部
隊
の
派
遣
要
請

は
行
っ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん

ど
現
地
任
せ
だ
っ
た
と
言
わ

れ
て
も
仕
方
が
な
い
状
況
だ

っ
た
。だ
が
、
冷
静
に
考
え
れ
ば

千
葉
県
の
対
応
は
妥
当
だ
っ

た
と
蓄
え
る
だ
ろ
う
。
大
地

震
で
問
時
多
発
的
広
大
災
害

が
起
き
れ
ば
、
限
ら
れ
た
応

援
資
源
を
で
き
る
だ
け
有
効

に
投
入
す
る
の
が
県
の
災
害

対
策
本
部
の
役
割
だ
か
ら

だ。
人
家
か
ら
離
れ
た
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
広
域
内
で
の
大
爆
発

へ
の
対
応
と
、
多
数
の
住
民

が
被
災
し
た
津
波
被
害
や
各

地
で
の
行
政
需
要
殺
到
へ
の

対
応
と
の
優
先
順
位
を
考
え

た
場
合
、
当
時
の
状
況
で
は
、

火
災
@
爆
発
の
被
害
が
周
辺

人
家
に
及
ぶ
可
能
性
が
低
い

と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
現
地
対

応
に
任
せ
る
こ
と
は
当
然
だ

っ
た
ろ
う
。
(
以
下
、
次
号
に
続
く
)


